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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

各分野で活躍された皆さまをご紹介します
（敬称略）

第45回危険業務従事者第45回危険業務従事者叙勲叙勲

瑞宝双光章瑞宝双光章

千 葉 和 彦 さん
（66 歳　田沢湖生保内）

消防功労
　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
監
。

昭
和
53
年
4
月
に
同
組
合
消
防
吏
員
と
し
て

採
用
さ
れ
て
以
来
、
西
木
分
署
長
、
消
防
本

部
通
信
指
令
課
長
、
消
防
本
部
主
席
参
事
兼

角
館
消
防
署
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

長
年
に
わ
た
り
危
険
を
伴
う
消
防
業
務
に
献

身
的
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在

運
用
さ
れ
て
い
る
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
「
高

機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」
の
構
築
お
よ
び

運
用
に
際
し
て
は
、
豊
富
な
現
場
経
験
に
裏

打
ち
さ
れ
た
卓
越
し
た
識
見
と
優
れ
た
指
導

力
を
発
揮
さ
れ
、
そ
の
推
進
に
多
大
な
る
ご

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

＜危険業務従事者叙勲＞
　
第
　
第
4545
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
仙
北
市
か

回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
仙
北
市
か

ら
は
次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

ら
は
次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

　
（
※
年
齢
は
、
受
章
時
を
掲
載
）

　
（
※
年
齢
は
、
受
章
時
を
掲
載
）

▶製材鋸目立 笹渕誠
▶木型製作 佐藤正美
▶自動車整備 武藤厚也

　10 月 25 日、卓越した技能を有する功労者を表
彰する仙北市技能功労者表彰式が行われました。
　受賞者は、各業界団体からの推薦を受け、大曲
仙北職業訓練協会や仙北市商工会、一般社団法人
秋田県仙北建設業協会などで構成する選考委員会
の厳正な審査を経て決定されました。

令和7年度仙北市技能功労者表彰

写真左から笹渕さん、佐藤さん、武藤さん。

▶学校環境緑化の部 秋田県知事賞 神代小学校

　神代小学校では「花のいのちを育む学園の活動」を行っ
ていて、環境委員会の児童が中心となり、花が咲き誇る校
庭作りを目指していて、今回の受賞もその活動が評価され
たものです。
　授賞式は 10 月 27 日に西木庁舎で行われ、県教育庁南教
育事務所仙北出張所の和田出張所長より賞状が伝達されま
した。授与を受けた佐藤義翔さんと佐々木秋獅さんは「花
を育てる大変さや難しさを感じた。夏の暑い日も欠かさず
花の手入れをしたことはいい思い出。受賞できてうれしい」
と語りました。

令和7年度秋田県学校関係緑化コンクール

令和 7 年度 ( 公財 ) 日本民謡協会全国大会

▶民謡民舞全国大会民舞の部 内閣総理大臣賞争奪戦
   準優勝 秋田仙北会

　10 月 4 日、東京品川きゅりあんにて開催された ( 公財 )
日本民謡協会主催民謡民舞全国大会民舞の部、内閣総理大
臣賞争奪戦にて秋田仙北会 ( 会長 田村和子 ) が準優勝しま
した。準優勝は今回で３度目となります。
　秋田仙北会の佐藤さおりさん（高橋キヌ子社中二代目）は、

「来年こそ、師匠高橋キヌ子の大好きだった秋田おばこ節で
内閣総理大臣杯の優勝旗をみんなで秋田に持ち帰り、先生
に報告したい」と、受賞の喜びと来年の意気込みを語って
くれました。

大会新

第20回仙北市小学生陸上競技 兼 第2回大仙仙北小学生陸上競技チャレンジ交流会

３年男子 80 ｍの様子。

※記録掲載は市内小学生の上位 3 位まで。
　全種目入賞者の詳細は仙北市スポーツ協会（☎ 42-8690）までお問い合わせください。

▶ 1 年男子 80m 2 位 　　　田村翔（桧木内ランナーズ） ▶同女
子 80m 1 位 　　　阿部光璃（角館小） ▶同 2 位 　　　門脇英玲那

（桧木内ランナーズ） ▶同 3 位 　　　髙橋千咲（角館小） ▶ 2 年男
子 80m 1 位 鈴木斗愛（西明寺小） ▶ 3 年男子 80m 1 位 古郡海都

（同） ▶ 3 年女子 80m 3 位 千葉寧々（生保内ジュニア RC） ▶ 4 年男
子 100m 1 位 　　　田村新（桧木内ランナーズ） ▶同 2 位 藤枝知聖

（同） ▶同 3 位 熊谷莉玖（角館陸上スポ少） ▶ 4 年女子 100m 1 位 
藤村里咲（同） ▶同 2 位 佐藤菜桜（同） ▶ 5 年男子 100m 2 位 鈴木
一耀（西明寺小） ▶同 3 位 八柳悠太郎（角館陸上スポ少） ▶ 5 年女子 

100m 2 位 鈴木桜子（生保内ジュニア RC） ▶同 3 位 荒川爽（角館小）▶ 6 年男子 100m 3 位 門脇蒼甫（桧木内ランナー
ズ） ▶男子 走幅跳び 2 位 柴田桜来（同） ▶同 3 位 門脇蒼甫（同） ▶女子 走高跳び 1 位 藤澤悠莉（角館陸上スポ少） ▶男
子 ジャべリックボール投げ 1 位 田村新（桧木内ランナーズ） ▶同 2 位 熊谷莉玖（角館陸上スポ少） ▶同 3 位 羽根川友飛

（生保内ジュニア RC） ▶女子 ジャべリックボール投げ 2 位 進藤柚貴（西明寺小） ▶同 3 位 吉田麗（同） ▶男女混合 4 ×
100mR 3 位 桧木内ランナーズ C

大会新
大会新

大会新

大会新
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秋田県知事賞・仙北市長賞を受賞した米沢さん。

　
第
53
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸

展
が
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ

れ
、
秋
田
県
知
事
賞
に
米
沢
研
吾
さ

ん
の
作
品「
深
ち
ら
し
皮
面
取
茶
筒
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
展
に
は
、
樺
細
工
職
人
を
は
じ

め
樺
細
工
問
屋
か
ら
伝
統
的
工
芸
品

の
部
に
13
点
、
一
般
品
の
部
に
21
点

の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
（
賞
名
・
作
品
名
・

受
賞
者
）は
、次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

第
53
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展

  

秋
田
県
知
事
賞   

深
ち
ら
し
皮
面
取
茶
筒
／
米
沢

研
吾

 

東
北
森
林
管
理
局
長
賞  

茶
筒
幅
面
取
／
荒
川
慶

太
郎

 

仙
北
市
長
賞  

ち
ら
し
皮
ま
く
り
貼
香
合
／
米
沢

研
吾

 

一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
賞  

小
箱
／
高
野
州
平

 

秋
田
県
伝
統
的
工
芸
品
等
産
業
振
興
協
議
会
長
賞  

夏
の
お
も
い
で
／
三
浦
勇

 

秋
田
県
議
会
議
長
賞  

コ
ン
パ
ク
ト
仏
壇
『
し
じ

ま
』
／
㈱
藤
木
伝
四
郎
商
店

 

仙
北
市
議
会
議
長
賞  

小
箱
（
大
）
／
鈴
木
光
男

 

一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
長
賞  

た
た
み
イ
ヤ
リ
ン
グ 

ス
ウ
ィ
ン
グ
／
㈱
藤
木
伝
四

郎
商
店

 

仙
北
市
商
工
会
長
賞  

マ
ッ
ト
バ
ー
ク
茶
筒
ナ

チ
ュ
ラ
ル
／
㈲
冨
岡
商
店

 

角
館
町
樺
細
工
振
興
育
成
協
会
長
賞  

宝
石
箱（
無

地
皮
・
ち
ら
し
皮
・
ニ
度
皮
）
／
千
葉
秀
喜

 

田
口
鉄
蔵
賞  

小
箱
／
高
野
州
平

 

秋
田
魁
新
報
社
賞  

六
角
茶
筒 

枝
桜
／
㈱
八
栁

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
賞  

マ
ッ
ト
バ
ー
ク
Ｂ
Ｏ
Ｘ

／
㈲
冨
岡
商
店

 

Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
賞  

総
皮
畢
し
茶
筒
／
藤
村
浩

美

 

Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
賞  

夏
の
終
わ
り
／
三
浦
勇

 

Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
賞  

六
角
茶
筒
チ
ラ
シ
ニ

本
帯
／
㈱
八
栁

深ちらし皮面取茶筒

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

百寿　11月 2 日、 門脇ヨシヱさん （角

館町菅沢） が１００歳の誕生日を迎え

られ、 仙北市からお祝いと花束が贈

呈されました。

門脇 ヨシヱ門脇 ヨシヱさんさん
　10月29 日、 岩本定春さん （角館

町山根町） が１００歳の誕生日を迎え

られ、 仙北市からお祝いと花束が贈

呈されました。

岩本 定春岩本 定春さんさん

生涯学習奨励員 特別表彰

▶生涯学習奨励員 特別表彰 赤川和子

　秋田県生涯学習奨励員協議会創立 50 周年記念事業に伴
い、仙北市からは、生涯学習奨励員の会会長の赤川和子さん
が特別表彰を受賞しました。
　赤川さんは、平成 20 年より生涯学習奨励員として地域に
根ざした生涯学習の推進・充実に大きな役割を果たし、令和
元年度からは会長として会をけん引し、市民の学習活動の奨
励において顕著な功績が認められました。現在、会の自主事
業として市内小中学校に出向きモルックでの交流を深める活
動に力を入れています。今後も更なる活躍が期待されます。

▶全国過疎地域連盟会長賞 がっこのがっこう　いぶり学校
（校長 西宮三春　教頭 村岡歩　用務員 藤村恒男）

　総務省と全国過疎地域連盟は、毎年度、過疎地域が抱え
る課題に取り組み、過疎地域の持続的発展と風格の醸成を
目指した過疎地域の取組を奨励し、過疎対策の先進的・モ
デル的事例としてふさわしい、地域の特性を生かした創意
工夫ある優良事例（団体）を表彰しています。
　西宮さん、村岡さんが開催するいぶりがっこ作り（いぶ
りがっこう）を通じて、過疎地域に新たな風を呼び込んだ
ことが評価されての受賞となりました。

過疎地域持続的発展優良事例表彰

スマホアプリ開発で地域課題解決を目指す探究プログラム
Japan Wagamama Awards 2026 体験会

　スマホアプリ開発で地域課題解決を目指す探究プログラム Japan Wagamama Awards 2026 の体験会が、秋田県
内で初めて、10 月 27 日に角館庁舎で開催されました。体験会では、テクノロジーを使って社会課題を創造的に解決
する行動であるコンピューテーショナルアクションの概念や、プログラミングの知識がなくても、ブロックを組み合わ
せるだけでアプリを作成できるビジュアルプログラミングツールの MIT App Inventor について学びました。
　その後、一人暮らしのお年寄りためのアプリや困っている人の課題を解決するアプリを MIT App Inventor を使っ
て実際に作り、その内容を最後に発表しました。行き先を決めてない観光客に市内観光スポットを勧めるアプリや、武
家屋敷通りのトイレの場所をすぐに捜せるアプリなどの興味深いアプリの発表がありました。
　市内での体験会は終わりましたが、グランプリ受賞者はアメリカ・マサチューセッツ工科大学でプロジェクトの発表
ができる Japan Wagamama Awards 2026 は、12 月 26 日までエントリーできます。参加要件は、2026 年３月
時点で 12 歳以上 19 歳以下ですが、興味がある方は、下の二次元コードからご確認ください。

Japan Wagamama Awards 2026
公式ホームページ

（左）森田会長（右）赤川和子さん

12月開催：オンライン体験会（参加費無料）
・12 月７日㈰　17 時～ 19 時
・12 月 17 日㈬　19 時～ 21 時
・12 月 22 日㈪　19 時～ 21 時
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ク
ニ
マ
ス
未
来
館

　
ク
ニ
マ
ス
10
匹
が
仲
間
入
り

　
11
月
5
日
、
山
梨
県
で
養
殖
さ
れ
た
10
匹
が
ク
ニ

マ
ス
未
来
館
に
到
着
し
、
同
じ
日
に
展
示
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

　

ク
ニ
マ
ス
は
1
匹
ず
つ
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
ら

れ
、
厳
し
い
温
度
管
理
の
も
と
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

体
長
は
20
セ
ン
チ
か
ら
30
セ
ン
チ
の
2
歳
に
な
る
ク

ニ
マ
ス
で
す
。
な
お
、
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
で
展
示
さ

れ
て
い
る
10
匹
の
ほ
か
、
北
秋
田
市
に
あ
る
秋
田
県

の
施
設
で
20
匹
飼
育
さ
れ
ま
す
。

山梨県から到着した 10 匹が仲間入りする様子。

第
18
回
仙
北
市
産
業
祭

　
　
　
～
秋
フ
ェ
ス
タSem

boku

～

　

10
月
25
日
、
26
日
の
2
日
間
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
と
市
役
所
角
館

庁
舎
第
1
駐
車
場
を
会
場
に
「
第
18
回
仙
北
市
産
業
祭
～
秋
フ
ェ
ス

タSem
boku

～
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

会
場
で
は
、
西
明
寺
小
学
校
児
童
に
よ
る
長
ネ
ギ
の
即
売
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の
物
販
ブ
ー
ス
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
、
農
林

産
物
の
出
品
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
技
能
功
労
者
表
彰
や
市

内
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
ジ
、
大
曲
支
援
学

校
せ
ん
ぼ
く
校
、
角
館
高
校
飾
山
囃
子
部
、
イ
ル
ス
タ
ジ
オ
、
秋
月
会
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
お
楽
し
み
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

仙
北
市
市
制
20
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
仙
北
市
文
化
祭

　
11
月
1
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
市
制
20
周
年
を
記
念
し

た
「
仙
北
市
文
化
祭
～
文
化
活
動
で
心
を
豊
か
に
、
人
生

に
彩
り
を
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
だ
し
の
こ
園
の
園
児
が
登
場
し
、

力
強
い
太
鼓
な
ど
元
気
な
ス
テ
ー
ジ
演
出
に
会
場
は
温
か

な
拍
手
に
包
ま
れ
、
1
日
の
幕
開
け
を
明
る
く
彩
り
ま
し

た
。
芸
能
発
表
で
は
、
合
唱
や
舞
踊
、
三
味
線
な
ど
仙
北

市
で
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
練
習
し
て
き
た
成
果
を
披

露
し
、
多
彩
な
演
目
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
展
示
ス

ペ
ー
ス
に
は
、
秋
田
県
美
術
展
覧
会
で
入
賞
・
入
選
し
た

作
品
が
な
ら
び
、
多
く
の
方
が
足
を
止
め
、
熱
心
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
隣
接
の
田
沢
湖
図
書
館
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
、
会
場
周
辺
に
は
飲
食
・
物
販
コ
ー
ナ
ー
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
も
出
店
し
、
来
場
者
の
休
憩
や
飲
食
の
場
と
し

て
に
ぎ
わ
い
を
添
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
Ｅ 

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
地
域
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

「
上
桧
木
内
の
紙
風
船
上
げ
」を
支
援

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の
共
通
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
「
Ｊ
Ｒ
Ｅ 

Ｐ

Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
」
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
交
換
を
通
じ
て
文
化
遺
産
や
伝
統
芸

能
の
保
存
・
継
承
、
地
域
発
展
を
応
援
す
る
「
Ｊ
Ｒ
Ｅ 

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ 

地
域
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
10
月
か
ら
は
、
仙
北
市
の
伝
統
行
事
「
上
桧
木
内
の

紙
風
船
上
げ
」
へ
の
支
援
募
集
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
約
28
万
円
の
支
援
金
が
紙
風
船
上
げ
保
存
会
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
12
日
に
は
上
桧
木
内
地
区
・
山
鳩
館
に
て
、
保
存
会
や
Ｊ
Ｒ

東
日
本
関
係
者
が
出
席
し
、
寄
附
の
贈
呈
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

寄
附
を
受
け
た
保
存
会
の
阿
部
会
長
か
ら
は
、「
8
月
の
豪
雨
に
よ

り
紙
風
船
の
資
材
も
被
害
を
受
け
た
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
寄
附
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
。
2
月
10
日
の
開
催
に
向
け
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

生
保
内
小
学
校
で
防
災
体
験
教
室

　
10
月
17
日
、
田
沢
湖
公
民
館
出
前
講
座
を
活
用
し
、
生
保
内
小
学
校

で
「
防
災
体
験
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
は
日
本
赤
十
字
東
北

看
護
大
学
の
及
川
真
一
先
生
で
、
5
・
6
年
生
が
防
災
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
身
近
な
マ
ー
ク
や
標
識
へ
の
関
心
が
防
災
意
識
に
つ
な
が

る
こ
と
を
学
び
、
8
月
の
大
雨
被
害
を
写
真
で
確
認
し
ま
し
た
。
親
類

宅
が
被
災
し
た
児
童
の
「
泥
や
匂
い
が
ひ
ど
か
っ
た
」
と
い
う
実
体
験

も
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
体
育
館
で
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
手
早
く
組
み
立
て
、「
固
い
」「
5
人
乗
っ
て

も
大
丈
夫
」
と
頑
丈
さ
に
驚
く
声
。
簡
易
テ
ン
ト
も
設
営
し
、
グ
ル
ー

プ
で
体
験
。
及
川
先
生
か
ら
「
理
想
的
な
避
難
所
で
は
1
人
用
で
す
」

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
本
当
の
避
難
所
で
何
が
で
き
る
か
」
と
い
う
問
い
に
、
児

童
は
「
ベ
ッ
ド
や
テ
ン
ト
を
組
み
立
て
る
」「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
」

「
協
力
す
る
」
な
ど
と
答
え
、
“
も
し
も
”
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

災
害
は
起
き
な
い
の
が
理
想
で
す
が
、
起
き
た
際
に
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

段ボールベットを組み立てる児童たち。

第
18
回
仙
北
市
民
卓
球
大
会

　
11
月
2
日
、
角
館
中
学
校
体
育
館
で
、
第
18
回

仙
北
市
民
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
愛
好
者
た
ち

の
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団体戦
優勝 準優勝 第３位

1 位トーナメント 卓磨会 角館高校男子 A Rummy 角館高校女子 A

2 位トーナメント てくてく俱楽部 角館高校男子 B 卓楽会 藤原卓球場

3 位トーナメント ショーンズ E.P. ニンニクマシマシ チーム友達

個人戦
優勝 準優勝 第３位

小学校低学年 梁田にこ（てくてく俱楽部） 柴田さくら（てくてく俱楽部）

小学校高学年 小野里桜（てくてく俱楽部） 浅利心春（てくてく俱楽部） 柴田桜来（てくてく俱楽部）
ステージでは多彩な発表が披露され会場を沸かせました。
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ミニテニスをするポプラ園の児童たち。

秋
休
み
特
別
活
動

「Let'enjoy!  

ミ
ニ
テ
ニ
ス
」

　
10
月
15
日
、
神
代
市
民
体
育
館
で
秋
休
み
特
別

活
動
「Let'enjoy!

ミ
ニ
テ
ニ
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
高
齢
者
の
方
と
の
異
世
代
間
交
流
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
方
々

を
講
師
に
迎
え
、
神
代
ポ
プ
ラ
園
の
児
童
と
交
流

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
応
援
の
声
や
歓
声
が
広

が
り
ま
し
た
。

大
谷
翔
平
×
Ｅ
Ｃ
Ｃ 

米
国
留
学

　
荒
木
田
岳
さ
ん
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ

　
大
谷
翔
平
選
手
と
Ｅ
Ｃ
Ｃ
が
子
ど
も
た
ち
に
ア
メ
リ
カ
留

学
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
『
Ｅ
Ｃ
Ｃ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
ｗ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｒ 

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
М
Ｓ 
２
０
２
５
』
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｃ
武
家
屋
敷
通

り
教
室
の
荒
木
田
岳
さ
ん
（
横
手
高
校
２
年
）
が
１
万
人
以

上
の
応
募
の
な
か
、
わ
ず
か
50
人
に
選
ば
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
海
外
留
学
を
果
た
し
ま
し
た
。
未

来
へ
の
夢
を
作
文
と
英
語
ス
ピ
ー
チ
動
画
に
し
て
審
査
を
通

過
し
、
往
復
旅
費
と
1
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
語
学
学
校

と
ド
ジ
ャ
ー
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
招
待
を
受
け
ま
し
た
。

　
荒
木
田
さ
ん
は
「
普
通
に
生
活
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
か

な
か
で
き
な
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の

こ
の
経
験
を
将
来
に
い
か
し
、
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

角
館
高
校
と
台
湾
師
範
大
学
附
属
高
級
中
学

姉
妹
校
交
流

角
館
中
学
校
と
台
中
恵
文
高
級
中
学　
姉
妹
校
交
流

仙
北
市
音
楽
交
流
会 

音
の
泉

　
11
月
9
日
、
仙
北
市
民
会
館
を
会
場
に
「
仙
北
市
音
楽
交
流
会 

音
の
泉
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
で
3
回
目
と
な
り
、
仙
北
市
に
加
え
大
仙
市
や
美

郷
町
か
ら
も
計
6
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
2
人
組
の
デ
ュ
オ
に
始
ま
り
、
4
人
編
成
の
サ
ッ
ク
ス
奏
者
、
仕
事
仲
間

で
結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
な
ど
、
個
性
豊

か
な
演
奏
が
次
々
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
団
体
も
こ
の
日
の
た
め
に
練

習
を
重
ね
て
臨
み
、
会
場
の
音
楽
愛
好
者
は
一
つ
ひ
と
つ
の
発
表
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
生
保
内
小
学
校
・
生
保
内
中
学
校
も
加
わ
り
、
年
齢
や

演
奏
歴
を
超
え
た
特
別
な
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
音
楽
を
通
じ
た
交
流

の
輪
が
一
層
広
が
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

台
湾
の
師
範
大
学
附
属
高
級
中
学
の
学

生
32
人
と
教
員
３
人
が
10
月
28
日
か
ら
２

泊
３
日
の
日
程
で
仙
北
市
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　

28
日
は
２
０
１
５
年
に
姉
妹
校
締
結
を
し

た
角
館
高
等
学
校
と
の
学
校
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
午
前
は
数
学
や
英
語
な
ど
各
授
業

に
参
加
し
、
文
化
や
学
習
方
法
の
違
い
、
共

通
点
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
午
後
は
角
館

の
武
家
屋
敷
散
策
を
し
、
仙
北
市
な
ら
で

は
の
歴
史
的
町
並
み
を
体
感
し
て
、
双
方

の
生
徒
が
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
６
年
ぶ

り
の
姉
妹
校
交
流
と
な
り
、
対
応
し
た
角

館
高
校
2
年
生
の
菅
原
浩
人
さ
ん
は
「
日

本
と
台
湾
の
文
化
や
考
え
方
の
違
い
を
知

り
、
互
い
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
貴
重
な
体
験
で
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　

29
日
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
農
家
民
宿
に

て
、
地
元
な
ら
で
は
の
生
活
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
郷
土
料
理
作
り
体
験
や
大
豆
の
脱
穀

作
業
な
ど
農
村
文
化
に
ふ
れ
る
１
日
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
師
範
大
学
学
生
よ
り
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
が
送
ら
れ
る
な
ど
民
宿
の
オ
ー

ナ
ー
と
も
積
極
的
に
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国境を越えた交流は、お互いの文化や生活を知り、国際的な視野を広げます。

農家民宿に宿泊した台湾の生徒たち。薪割りの風景

　

11
月
13
日
、
角
館
中
学
校
は
台
湾
・
台
中

市
の
恵
文
高
級
中
学
を
迎
え
、
姉
妹
校
交
流

を
実
施
し
ま
し
た
。
両
校
は
２
０
１
８
年
の

姉
妹
校
提
携
以
来
、
相
互
訪
問
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
オ
ン
ラ
イ
ン
に

切
り
替
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
交
流

を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
２
０
２
３

年
以
来
2
年
ぶ
り
の
来
校
が
実
現
し
、
遠
路

は
る
ば
る
22
人
の
生
徒
が
角
館
中
学
校
を
訪

れ
、
農
家
民
宿
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
最
初
こ

そ
生
徒
た
ち
に
緊
張
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

出
会
い
の
会
や
合
同
授
業
を
通
じ
て
打
ち
解

け
、
活
発
な
交
流
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
角
館
の
桜
や
文
化
財
を
角

館
中
学
校
生
徒
が
紹
介
し
ま
し
た
。
恵
文
高

級
中
学
か
ら
も
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
学
校
紹
介

が
行
わ
れ
、
文
化
や
生
活
の
違
い
に
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
角
館
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る

お
や
ま
囃
子
や
手
踊
り
の
披
露
も
あ
り
、
会

場
は
熱
気
と
温
か
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
恵
文
の
生
徒
が
太
鼓
の
演
奏
や
手

踊
り
を
教
わ
る
場
面
で
は
、
言
葉
の
壁
を
越

え
た
交
流
の
輪
が
自
然
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
両
校
混
合
の
グ
ル
ー
プ
で
給
食

を
と
も
に
し
ま
し
た
。
日
本
の
学
校
給
食
を

初
め
て
味
わ
う
生
徒
も
多
く
、
英
語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
笑
顔
が
弾
む

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
別
れ
の
会
の
後
、
恵

文
高
級
中
学
一
行
は
角
館
の
武
家
屋
敷
を
訪

れ
、
伝
統
工
芸
の
樺
細
工
づ
く
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
歴
史
あ
る
町
並
み
の
散
策
も
行
い
、

最
後
ま
で
角
館
の
文
化
に
深
く
触
れ
る
1
日

と
な
り
ま
し
た
。

通常の授業に台湾の生徒が参加しました。

手踊りを通じて秋田の文化を学ぶ台湾の生徒たち
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